
当
セ
ン
タ
ー
が
寄
贈

を
受
け
て
い
る
諸
資
料

の
う
ち
、
標
題
の
学
校

の
校
友
会
誌
の
保
管
箱

が
３
箱
に
も
な
っ
た
の

で
、
欠
本
や
複
数
本
を

明
確
に
し
整
理
し
よ
う

と
試
み
た
。そ
の
結
果
、

次
の
こ
と
ご
と
が
判
明

し
て
き
た
。
そ
の
概
略

を
記
し
て
お
き
た
い
。

一
、
発
刊
初
年
の
こ

と
、
誌
代
の
こ
と

こ
の
会
誌
第
１
号
の

発
刊
年
は
明
治
３５
年
で

あ
る
。
第
１
号
は
蔵
本

に
な
い
。
第
２
号
は
書

か
れ
て
い
る
発
刊
の
願

い
、
目
的
を
参
考
に
す

る
と
「
本
校
訓
育
主
旨

に
基
き
会
友
通
信
の
機

関
に
供
し
、
な
ら
び
に

詩
藻
練
磨
の
便
に
資
す

る
」
目
的
で
発
刊
し
、

会
員
は
本
校
職
員
及
び

生
徒
を
も
っ
て
組
織

し
、
会
長
は
校
長
が
こ

れ
に
当
た
る
と
規
定
し

て
い
る
。

ち
な
み
に
誌
名
は

・

『
校
友
会
雑
誌
』
で
あ

る
が
、
何
号
か
ら
、
ど

の
よ
う
な
理
由
で
現
在

の
名
称
に
な
っ
た
か
、

変
わ
っ
た
年
の
号
が
ち

ょ
う
ど
欠
本
に
当
た
っ

て
い
る
の
で
わ
か
ら
な

い
。

ま
た
誌
代
値
上
げ
に

つ
い
て
も
第
３
号
で
次

の
よ
う
に
訴
え
て
い

る
。年

１
回
３
月
の
発
刊

で
あ
る
が
、
第
３
号
は

明
治
３７
年
４
月
の
発
刊

「
目
下
戦
時
で
（
筆
者

注
・
日
露
戦
争
初
年
）

発
刊
が
遅
れ
た
」
と
記

し
、
早
々
送
り
賃
と
も

誌
代
１５
銭
を
送
金
し
て

ほ
し
い
と
提
案
し
て
い

る
。
こ
の
誌
価
に
つ
い

て
は
そ
の
頃
の
貨
へ
い

価
値
か
ら
概
算
し
て
１５

銭
は
現
在
の
ど
の
く
ら

い
に
該
当
す
る
の
か
、

そ
れ
ほ
ど
高
価
で
は
な

か
っ
た
と
考
え
て
い

る
。（〈
参
考
〉
明
治
３９
年
新
聞

代
月
４５
銭
「
値
段
の
風
俗
史

下
」
朝
日
文
庫
）。

も
っ
と
も
こ
の
誌
代

請
求
は
次
の
よ
う
に
訴

え
て
い
る
か
ら
、
当
然

の
こ
と
と
考
え
ら
れ

る
。「謹

告
、
校
外
員
諸

君
に
謹
告
す
、
従
来
本

雑
誌
は
校
外
員
諸
君
に

限
り
無
代
価
贈
呈
し
来

り
し
処
昨
年
以
来
校
外

員
諸
君
大
に
増
加
し
尚

ほ
将
来
追
々
増
加
す
べ

き
に
付
き
本
雑
誌
よ
り

実
費
と
し
て
郵
税
共
す

べ
て
十
五
銭
を
請
求
致

し
度
依
て
校
外
員
諸
君

は
本
雑
誌
御
落
手
あ
り

次
第
右
金
額
本
会
雑
誌

部
宛
に
て
御
郵
送
あ
り

た
し
」

二
、
所
蔵
本
と
欠
本

２
、
３
、
４
号
あ
り
。

５
、
６
、
７
、
８
、

９
、
１０
、
１１
、
１２
号
欠

本
。
１３
、
１４
、
１５
号
あ

り
。
１６
、
１７
、
１８
、
１９

（
２
冊
）、２０
、
２１
、

２２
、
２３
、
２４
（
こ
の
号

ま
で
誌
名
『
校
友
会
雑

誌
』
で
あ
る
）。
２５
、

２６
、
２７
号
欠
本
。
２８
、

２９
（
２
冊
）、３３
（
２

冊
）、３５
（
３
冊
）、３６

（
大
禮
奉
祝
記
念
号
）、

３７
号
あ
り
。
次
か
ら
欠

本
が
続
く
。
３８
、
３９
、

４０
、
４１
、
４２
、
４３
、
４４

号
欠
本
。
４５
号
あ
り
。

４６
号
欠
本
。
４７
、
４８

（
２
冊
）、４９
号
あ
り
。

５０
、
５１
、
５２
、
５３
号
欠

本
。

５４
（
昭
和
２２
年
３
月

３１
日
発
刊
は
「
復
活
記

念
号
」
と
印
刷
さ
れ
た

号
で
、
会
長
島
幸
治
先

生
の
「
復
活
記
念
号
の

発
刊
を
祝
し
て
」
と
題

す
る
巻
頭
言
に
�
戦
時

中
長
い
間
発
行
出
来
な

か
っ
た
校
友
会
誌
の

…
�
と
あ
り
、
校
舎
が

軍
事
工
場
に
使
わ
れ
、

生
徒
た
ち
が
作
業
に
か

り
出
さ
れ
た
生
活
か

ら
、
戦
前
の
よ
き
時
代

へ
の
復
活
は
熱
烈
な
願

い
で
あ
っ
た
こ
と
と
想

像
さ
れ
る
。

５５
（
２
冊
）。

現
在
は
ど
の
よ
う
な

形
で
、
学
校
の
歩
み
を

記
録
に
と
ど
め
た
り
、

所
期
の
願
い
、
目
標
の

達
成
に
資
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
現
在
は

何
号
ま
で
累
積
さ
せ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
か
ら
も
欠
本
を
整

え
一
校
の
歩
み
を
明
確

に
し
て
い
き
た
い
も
の

と
念
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

以
上
い
ろ
い
ろ
の
内

容
を
書
き
加
え
た
の

で
、
わ
か
り
づ
ら
く
な

っ
た
。
次
に
欠
本
の
号

の
み
書
く
と
次
の
よ
う

で
２４
冊
と
な
る
。

１
、
５
、
６
、
７
、

８
、
９
、
１０
、
１１
、

１２
、
２５
、
２６
、
２７
、

３８
、
３９
、
４０
、
４１
、

４２
、
４３
、
４４
、
４６
、

５０
、
５１
、
５２
、
５３

こ
の
中
に
は
、
発
刊

で
き
な
か
っ
た
号
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
も
い
る
。
こ
う
し

た
整
理
は
農
学
校
、
商

工
業
校
、
女
子
学
校
な

ど
に
つ
い
て
も
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

（
令
和
３
・
７
・
１０
現

在
）
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寄贈された校友会雑誌・校友会誌
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